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ANA HOLDINGS NEWS 
     ２０１４年７月３０日 

 平成２７年３月期 第１四半期決算について 

ＡＮＡホールディングスは、本日７月３０日（水）、平成２７年３月期 第１四半期決算を取りまとめ

ました。詳細は「平成２７年３月期 第１四半期決算短信」をご参照ください。 

 
１．平成２７年３月期 第１四半期の連結経営成績・連結財政状態 

（１）概況 
・当第１四半期のわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により、弱い動

きも見られましたが、設備投資の増加や、個人消費に一部持ち直しの動きが見られ、緩やかな

回復基調が続きました。また、先行きについては、各種政策の効果が発現する中で、緩やかに

回復していくことが期待されています。 
・国際線の事業規模を拡大させた航空事業を中心として、売上高は３５２億円の増収（前年同期

比１０．０％増）となりました。一方で、事業規模の拡大に連動して燃油費等の営業費用が増加

したことから、営業損益は前年同期より５９億円の増益となりました。 
・連結子会社である全日本空輸株式会社において、確定給付年金制度の一部を確定拠出年金

制度に移行したこと等により、９９億円の特別利益を計上しました。 
・英国スカイトラックス社より、当社グループは日本で唯一、顧客満足度の 高評価「５スター」

エアラインに２年連続で認定されたことに加え、空港サービス全般と太平洋地域に就航する航

空会社の総合的なサービス品質の２部門にて、世界で も優秀な航空会社に選ばれました。 
・円安、燃油高傾向が継続する中で中期的に目標とする利益水準を達成すべく、「２０１４－１６

年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略」を着実に遂行しております。 

これらの結果、第１四半期の連結経営成績は売上高が３，８６８億円となりましたが、営業利

益は３億円、経常損失は２５億円、四半期純利益は３４億円となりました。 
単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
平成２７年３月期 

第１四半期 
平成２６年３月期 

第１四半期 増減 増減率(%) 

売 上 高 ３，８６８ ３，５１５ ３５２    １０．０ 

営 業 費 用 ３，８６４ ３，５７１ ２９３     ８．２ 

営 業 損 益 ３ ▲ ５６ ５９ ―― 

営 業 外 損 益 ▲２８ ▲ ５６ ２７ ―― 

経 常 損 益 ▲２５ ▲１１２ ８７ ―― 

特 別 損 益  １００    １８ ８２ ４４３．７ 

四 半 期 純 損 益 ３４ ▲ ６６ １０１ ―― 

   単位：億円（単位未満は切り捨て） 
平成２７年３月期 

第１四半期 
平成２６年３月期 

第１四半期 増減 
【セグメント情報】 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航 空 事 業 ３，３５１ ▲１１ ３，０５５ ▲６５ ２９６ ５３ 

航空関連事業 ５３６ ２７ ４５７ １２ ７８ １５ 

旅 行 事 業 ３６７ ７ ３６３ ６ ３ １ 

商 社 事 業 ３００ ５ ２６４ ７ ３５ ▲２ 
そ の 他 ７５ １ ７０ １ ５   ０ 

会計方針の変更に伴い、前第１四半期の売上高および営業費用の一部を遡及修正しております。

 
1 

ＡＮＡホールディングス グループ広報部 ０３-６７３５-１１１１  



（２）航空事業 

①国内線旅客 

・競争激化の影響等により単価が下落したものの、ビジネス需要が堅調に推移したことや、好

調なプレジャー需要を着実に取り込んだ結果、旅客数・収入ともに前年同期を上回りました。 

・サマーダイヤから、「羽田発着枠政策コンテスト」で配分された発着枠を活用し、羽田＝石見・

鳥取線を増便する等、ネットワークの充実によるお客様の利便性向上を図りました。また、供

給量を抑制する中でも需要動向に応じ機動的な機材変更を行う等、需給適合に努めました。 

・各種「旅割」運賃の水準をきめ細かく見直す等、需要喚起に努めました。 
・サービス面では、羽田空港において国際線と国内線とを乗り継ぐお客様を対象とした「ＡＮＡ

国際線乗り継ぎバス」の運行を開始する等、利便性の向上を図りました。また、日本各地の多

様な魅力を国内外に発信する「Ｔａｓｔｅｓ ｏｆ ＪＡＰＡＮ ｂｙ ＡＮＡ」では、各地の特産品を機内

や地上サービスに取り入れる等、競争力の強化に努めました。 

結果として、国内線旅客収入は９億円の増収（前年同期比０．７％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
平成２７年３月期 

第１四半期 
平成２６年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） １，４８３ １，４７３   ９  ０．７ 

旅客数（千人） ９，９７０ ９，６９０ ２８０ ２．９ 

座席キロ（百万座席キロ） １４，８３９ １４，９０９ ▲７０ ▲０．５ 

旅客キロ（百万人キロ） ８，７８８ ８，４９５ ２９３ ３．５ 

利用率（％） ５９．２ ５７．０   ２．２ ――― 

 

 ②国際線旅客 

・新規路線開設および増便による事業規模の拡大に加え、ビジネス需要・プレジャー需要の双

方を積極的に取り込んだこと等により、旅客数・収入ともに前年同期を上回りました。 

・羽田空港発着枠の拡大に伴い、サマーダイヤから羽田＝ロンドン・パリ・ミュンヘン・ハノイ・ジ

ャカルタ・マニラ・バンクーバーの７路線を新規開設したことに加え、羽田＝フランクフルト・シ

ンガポール・バンコクの３路線を増便し、ビジネス需要や日本各地からの乗り継ぎ需要を取り

込みました。また、成田ではデュッセルドルフ線を新規開設した他、既存路線の運航ダイヤを

調整し、国際線接続の利便性を向上させました。 
・ゴールデンウィーク期間を中心に「ビジ割」「エコ割」等の各種割引運賃を全方面に設定し、プ

レジャー需要の取り込みを強化しました。 

・サービス面では、羽田空港の「ＡＮＡ ＳＵＩＴＥ ＬＯＵＮＧＥ」「ＡＮＡ ＬＯＵＮＧＥ」を増設・拡張

してお客様の快適性を高める等、フルサービスキャリアとしての競争力強化に努めました。 

結果として、国際線旅客収入は１９７億円の増収（前年同期比２２．１％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
平成２７年３月期 

第１四半期 
平成２６年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） １，０９２ ８９５  １９７ ２２．１ 

旅客数（千人） １，６８９ １，４３６  ２５３ １７．７ 

座席キロ（百万座席キロ） １２，２７３ ９，８０５  ２，４６８ ２５．２ 

旅客キロ（百万人キロ） ８，４７１ ６，９６３  １，５０８ ２１．７ 

利用率（％） ６９．０ ７１．０  ▲２．０ ――― 
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③貨物 

・国内線貨物は、九州・沖縄発を中心とした生鮮貨物の需要が堅調であったことに加え、宅配

需要を積極的に取り込んだこと等により、輸送重量・収入ともに前年同期を上回りました。 

・国際線貨物は、旅客便ネットワークの拡大に加え、貨物専用機を１機追加導入して沖縄－シ

ンガポール－成田線、成田＝ジャカルタ線を新規開設するなど貨物ネットワークを拡大し、日

本発貨物の他、需要が堅調なアジア・中国発北米向け貨物等を取り込みました。また、沖縄

貨物ハブの活用により、アジア域内の三国間輸送貨物やエクスプレス貨物等を積極的に取り

込んだこと等により、単価は下落したものの、輸送重量・収入ともに前年同期を上回りました。 

結果として、国内線貨物収入は５億円の増収（前年同期比７．４％増）、国際線貨物収入は  

４８億円の増収（前年同期比１９．６％増）となりました。 
   （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
平成２７年３月期 

第１四半期 
平成２６年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

貨物収入（億円）      ７６       ７１ ５ ７．４ 

輸送重量（千トン）     １１０     １０１ ８  ８．６ 
国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ）     １１１     １０１ １０  １０．１ 

貨物収入（億円）     ２９３     ２４５ ４８ １９．６ 

輸送重量（千トン）     ２１２     １６２ ４９ ３０．６ 
国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ８９１ ６６６ ２２５ ３３．８ 

 

④その他 
･マイレージ収入や整備受託収入、バニラ・エア㈱等の収入で構成される航空事業におけるその

他の収入は、３８２億円（前年同期比９．７％増）となりました。 

･バニラ・エア㈱では、認知度の向上を図るべく、他業種とのコラボレーションやテレビドラマとの

タイアップ等を推進しました。当第１四半期における輸送実績は、旅客数は１９８千人、利用率

は５９．７％となりました。また、７月より新規開設した奄美大島線の特別運賃を設定する等、就

航記念キャンペーンを展開し、需要喚起に努めました。 
 

（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 

・航空関連事業においては、羽田空港での空港地上支援業務の受託増等により、当第１四半期

の売上高は５３６億円（前年同期比１７．３％増）、営業利益は２７億円（前年同期比１２４．４％

増）となりました。 

・旅行事業においては、国内旅行では、ダイナミックパッケージ「旅作」が関西方面を中心に全方

面で取扱高が増加しました。海外旅行では、主力商品の「ＡＮＡハローツアー」において羽田空

港発着路線の拡大に伴い商品ラインナップを拡充し、日本各地発の需要を取り込みました。ま

た、訪日旅行を着実に取り込んだことにより、訪日旅行の取扱高が前年同期を上回りました。

これらの結果、当第１四半期の売上高は３６７億円（前年同期比１．０％増）、営業利益は７億円

（前年同期比２７．０％増）となりました。 

・商社事業においては、リテール部門や航空・電子部門の売上が好調に推移したこと等により、

当第１四半期の売上高は３００億円（前年同期比１３．４％増）、営業利益は５億円（前年同期比

２９．７％減）となりました。 

・その他については、不動産事業が好調に推移したこと等により、当第１四半期の売上高は７５

億円（前年同期比７．３％増）、営業利益は１億円（前年同期比４５．８％増）となりました。 
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（４）連結財政状態 
   （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
平成２７年３月期 

第１四半期 
平成２６年３月期 増減 

総資産（億円） ２１，９７６   ２１，７３６     ２４０ 

自己資本（億円）  （注１） ７，５２０    ７，４６０      ６０ 

自己資本比率（％） ３４．２      ３４．３      ▲０．１ 

有利子負債残高（億円） （注２） ８，５７２     ８，３４７    ２２４ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） １．１      １．１    ０．０ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（５）連結キャッシュ・フロー 
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
平成２７年３月期 

第１四半期 
平成２６年３月期 

第１四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ４９０ ７５３ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲２９７ ６９５ 

財務活動によるキャッシュ・フロー １１３ ▲４９４ 

現金および現金同等物期末残高  ２，７３０ ２，８６８ 

減価償却費 ３２４ ３３９ 

 

２．平成２７年３月期の見通し 
・今後のわが国の経済は、各種政策の効果が発現する中で、景気は緩やかに回復していくこと

が期待されております。 

・一方で、当社グループを取り巻く環境は、燃油価格の高止まりや為替レートの変動リスクに加

え、国内外における競争がさらに激化することも予想されます。 

・このような中、「２０１４－１６年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略」で経営目標とする「世界のリ

ーディングエアライングループ」の実現に向け、コア事業であるフルサービスキャリア事業の強

化、およびそれ以外の収益ドメインの拡大・多様化に向けたアジアへの戦略的投資による航空

関連ビジネスの多角化戦略等を着実に遂行するとともに、コスト構造改革に取り組み、グルー

プ収益の 大化を目指してまいります。 
 

以上により、４月３０日に発表いたしました平成２７年３月期の連結業績見通しの見直しは行

いません。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２７年３月期見通し（連結業績）】 予想 前期実績 
（平成２６年３月期） 

増減 

売 上 高 １７，０００  １６，０１０ ９８９ 

営 業 利 益  ８５０ ６５９ １９０ 

経 常 利 益     ５５０      ４２９ １２０ 

当 期 純 利 益     ３５０      １８８ １６１ 

以 上 


